2007.3.10.
2007（平成19）年度前期　ＤＵＯリーグ会議

【日　時】2007（平成19）年2月25日（日）　17：00～19：00

【場　所】都立小石川高校視聴覚室

【出　席】(名前) ★はクラブ代表者代行

都小石川（蓑輪）、昭和一（永井）、三菱養和（宮崎★）、京華（小金丸・遅刻）、都向丘（阿波）、筑波大附（中塚）、学習院（玉生）、豊南（荻原）、本郷（阿出川）、城西（田村★）、豊島学院（早川）、郁文館（井上）、駒込学園（清水）、巣鴨（松嶋）、立教池袋（飯高）、獨協（大迫★）、都豊島（井出★）、淑徳巣鴨（石原）、都竹早（田代）、日大豊山（欠席）、都文京（梶山）、都足立工（細井）、都足立（百瀬）、都江北（玉山）、足立学園（伊藤）、文京区中学生選抜（丸山）

【欠　席】日大豊山

【オブザーバー：選手】柳井・竹田（筑波大附）、茨木・中島（都小石川）

【オブザーバー：一般】武藤（文京区中学生選抜）、服部（郁文館）、長山（小石川）、岸（事務局長）、樋口（豊島学院）、淺野（都足立）

Ⅰ.チェアマンより
■DUOリーグの加盟に関して、各クラブの自覚を促す意味で、今年度の基礎調査（加盟票）には「DUOリーグの理念に賛同する本クラブは、2007年度、同リーグへ加盟し、チーム及びプレーヤーをDUOリーグの事業に参加させることに同意します。加盟・参加にあたっては、リーグの一員としての責務を全うします」の一文を入れた。改めて、リーグの一員としての“重み”を自覚してもらいたい。
■ボランティアの坂本さんが、アンケートをまとめてくださった。問題点として3点挙げられる。
１）行事・雨天・また公式戦の消化を考える際、8チームでのリーグ戦は厳しいのではないか。
２）「各クラブ１節会場提供する」と規約にあるが、ここ10年間果たされていない。
３）Ｔリーグと直結するといい。

　回収率は必ずしも良くはなかったが、率直な意見として受け止めたい。
Ⅱ．2007年度への展望と課題（審議）

１．2008年度からの「地区トップリーグ（仮称）」誕生に伴うＥリーグのあり方（チェアマン）
　2008年度から「地区トップリーグ（仮称）」を設立する方向で準備を進めている。1月25日、2月20日の「地区リーグ代表者会議」で具体的な内容を議論し、2007年12月末までに、東京都内の各地区（全8地区）リーグから上位2チームを選出し、計16チームを2つのリーグに分けて2008年4～9月に都内全域で実施することが確認された。シーズンはTリーグに合わせて1シーズン制。上位8チームが残留し、下位8チームは自動降格。各地区リーグから1チームずつ昇格する形で数年行うというのが原案。いずれはTリーグともつなげていきたい（2010年が目標）意向を持っている。

これにともない「Eリーグ」をどう位置付けるかについても、2月8日の「Eリーグ運営委員会」および2月20日の「DUOリーグ・スタッフ会議」で議論した。おおむね「地区トップリーグができたとしても、Eリーグの存在意義はある」との認識で一致し、2008年度以降も引き続きEリーグを実施し、Eリーグが地区トップリーグとの昇降格の受け皿となることが話し合われた。ただしDUOとリバーサイドの昇格枠についてはペンディング（つまり、地区に関係なく上位が昇格するのか、それとも地区ごとに枠を設けるかは保留）。
プリンスリーグもTリーグも、4～9月をリーグのシーズンとしている。JFAではこの期間を延ばすことも検討しているが、高体連もクラブユース連盟も、年末に大きな大会を控えており、リーグ戦のシーズンの延長は、トップレベルに関しては難しいかもしれない。「地区トップリーグ」もTリーグに合わせて1シーズン制を想定している。EリーグやDUOリーグのシーズンをどうするかについてもこの機会に考えていきたい。従来型（前後期制）の第1案と、1シーズン制の第2案を用意した。第2案の場合、10～12月は、昇降格とは関係ない自由なリーグを行うことが考えられる。
ご意見いただきたい。

（蓑輪）第1案の場合、T3、E、DUOにチームを出している学校は、T3が終わったら後期が空いてしまう為に、T3のメンバーをEリーグ等に出したいが登録の関係上出ることができない。

（柳井）第2案だと日程が9月末までになる。高校3年生は選手権、DUOリーグの時期までやって一区切りする人が多く、リーグの途中で抜けることになって人数が足りなくなってしまう。

（梶山）公認化してしまうとリーグの良さを失いかねない。オフィシャルにせずに二重登録ありなど、規約をアバウトにして、今のままでリーグ構成など色々できるようにするのがよい。第1案を支持。

（中塚）この場での結論は急がないが、前期末までには何らかの方向性を打ち出したい。

２．ＤＵＯリーグの組織と日常の業務の流れ（チェアマン）
DUOリーグの組織図は、2005年度に若干の修正をしたが、実質的には2004年度のもので動いている。2006年度は「リーグごとの自主運営方式」を採用したが、組織図には反映されないままだった。長らく小金丸事業部長、丸山管理部長にご尽力いただき、各担当もほとんど替わることなく進めてきたが、スムーズに運営できる半面、組織は硬直化、マンネリ化する。活性化のためにも、2007年度は玉生事業部長、神宮寺管理部長に就任していただき、2月20日の新旧部長会議（スタッフ会議）を経て、新たな組織図を作った。これまでの事業部門・管理部門に加えて「企画部門」を設置し、これからDUOが力を入れていこうとする活動をここに取り込んだ。「地域活動」に目を向け、「医・科学」にも力を注ぐ意図である。
任期は2007～2008年度の2年間。本来は、チェアマンを含めた役員の選出方法を盛り込んだ、組織の「規約」を作らないといけない。2009年度までに作りたい。補足や質問、ご意見をいただきたい。
（岸）広報部ではプログラムづくりを行っていただきたい。ホームページとDUO通信については事務局が行うようにする。

（中塚）通信はこれまでチェアマンが発行していたが、チェアマンからのメッセージも含め、掲載すべき情報を事務局長に集めて、そこで取りまとめて、月2回ペースで発信してもらう。

（梶山）各リーグが分担して行う従来とは別の、全体としての組織か？

（中塚）その通り。各リーグで担ってもらう業務はあるが、まとめて行ったほうがよい仕事もある。例えば、審判部はリーグごとに置かなくてもよいだろう。記録の集計は、リーグごとに集計したものを事務局長に送る方向でいきたい。2部リーグについても、2007年度からはリーグごとに得点王を決する形とするので、リーグごとに集計担当者は必要。
（飯高）今年度、審判費を支払うにあたってDUO通信を見てみたが、記録のない試合が、前期20試合、後期5試合あった。スケジュール変更などを、誰が報告するのか。FAXの送り先をどこにするのかがあいまいになっていたのではないか。

（梶山）どこで情報が途絶えているのか？

（岸）前期については、得点ランキングを先に作ってしまった為に、試合記録がない、又は送られていないということが起きてしまったのではないか。後期についても試合記録から通信の段階で漏れがあったかもしれない。後期については出てくるかもしれないので探してみるが、前期についてはないものと思われる。

（清水）会場費も同様。詳細がわからない試合については支払うことができないので会計に戻す。

（細井）会場運営をしている立場から、すべて報告したつもりであるが、会場費が支払われないとなると部の運営にかかわるので、どうにかしてほしい。

（中塚）このような問題がこの段階で出てくるのはおかしい。通信にその都度目を通していれば、掲載されていないことはその時点でわかるはず。各クラブでしっかり確認してもらいたい。

通信に載っていなかった試合については、当該チームで確認して会場校が取りまとめ、DUO通信にそのまま掲載できる形で、メールにて報告していただきたい。2月末までに報告されたものについてのみ、「2006年度通信・号外」に掲載し、審判費や会場費の支払い対象とする。

（小金丸）結果報告は、FAXよりメールの方が、記録に残るし良いのではないか。雨天中止など会場・日時が変更になった場合、責任校（ホームチーム）を決めて、そこが報告するのがよいのでは。
（玉山）できるならば会場責任者が最後まで責任を持って報告する方が徹底できる。

＜結論：試合結果の報告・集計・発信の流れ＞
ＧＡＭＥ→会場責任者がＭＬへ→全員へ→各リーグ集計担当が集計→事務局へ→通信（月２回）
（玉山）企画部門の医・科学担当になっているが、具体的にどのような事をすれば良いか。
（中塚）具体的には、海老原氏（NPO法人日本スポーツメディシン）と連絡を取って、トレーナー派遣の業務を調整していくことがある。今後は、医・科学関係の研修会の開催など、三菱養和が持つノウハウもうまく活かしながら、何ができるかを担当者で考えていってほしい。企画部門では、新規事業をどんどん進めていく考えである。

３．2007年度前期リーグ構成・試合日程について
■DUOリーグ1部の構成案（以下のとおり）

　→　承認

	2006年度後期
	
	2007年度前期（案）

	
	Ｅリーグ
	
	
	Ｅリーグ

	　
	チーム名
	
	　
	チーム名

	1
	関東一
	→残留
	残留
	関東一

	2
	都豊島Ａ
	→残留
	残留
	都豊島Ａ

	3
	学習院
	→残留
	残留
	学習院

	4
	都城東Ａ
	→RS降格
	RS1位
	修　徳

	5
	筑波大附
	→DUO降格
	DUO1位
	都江北A

	6
	安田学園
	→RS降格
	交流戦勝者
	都小石川A

	
	１部リーグ
	
	
	１部リーグ

	　
	チーム名
	
	　
	チーム名

	1
	都江北Ａ
	→E昇格
	降格
	筑波大附

	2
	都小石川Ａ
	→E昇格
	残留
	郁文館Ａ

	3
	日大豊山Ａ
	→1部は辞退
	残留
	足立学園Ａ

	4
	郁文館Ａ
	→残留
	残留
	都豊島Ｂ

	5
	足立学園Ａ
	→残留
	残留
	京華Ａ

	6
	都豊島Ｂ
	→残留
	昇格
	豊島学院Ａ

	7
	京華Ａ
	→残留
	昇格
	都文京Ａ

	8
	獨　協
	→降格
	昇格
	都向丘

	9
	巣鴨Ａ
	→降格
	
	

	
	２部（上位のみ）
	
	
	２部（上位のみ）

	　
	チーム名
	
	　
	チーム名

	1
	豊島学院Ａ
	→1部昇格
	降格
	獨　協

	2
	都文京Ａ
	→1部昇格
	降格
	巣鴨A

	3
	都向丘
	→1部昇格
	1部は辞退
	日大豊山A


■リーグ日程について

前期リーグ期間は、先の会議では4月1日（日）～7月22日（日）としていたが、リバーサイドリーグとの調整の中で、例年通り「海の日（7月16日）」にあわせる必要が生じてきた。そのため1週ずつ前倒しして、3月24日～7月16日をリーグ期間としたい。また、7月16日は、リバーサイドとの交流戦を含めた行事日。48時間空けるので、リーグ戦最終日は7月14日。
　→　承認
■今後の進め方

この会議終了後、1部リーグの日程調整を行う。それを受けて、別途「2部リーグ会議」を開き、3月10日ごろまでに日程調整していただきたい。
Ⅱ．事業部門・管理部門の各担当より－06年度報告・07年度審議

１．事業部門（小金丸）

１）競技部

■2006年度後期ＤＵＯリーグ結果（プレーオフ結果含む）

１部優勝チーム…　都江北Ａ

１部ＭＶＰ　　…　大橋裕二（都江北Ａ）

１部得点王　　…　大橋裕二（都江北Ａ）

２部優勝チーム…　豊島学院Ａ

２部ＭＶＰ　　…　岸田直人（豊島学院2年／ＭＦ）
２部得点王　　…　山田孝久（都文京Ａ）17点／7試合

２部得点率王　…　吉田憲由（昭和一）16点／6試合

優秀審判賞　　…　酒井俊（豊島学院2年）、藤田亮介（都竹早2年）、宮崎城司（都足立2年）

特　別　賞　　…　なし

■2部優勝監督（早川）コメント

DUOリーグ2部で優勝したことによって、久しぶりに1部に昇格でき、メンバーもモチベーションが高まっています。今回のMVPは、文京・向丘と相談した結果、優勝の豊島学院からということで、2年の岸田君を選出させてもらいました。岸田君は怪我をしていて試合に参加できなかった時期があったが、それでもモチベーションを下げずに、復帰後はみんなより早く来て練習していました。2部優勝決定戦においては2得点をあげ、チームに貢献したので選出しました。

■2007年度リーグ編成・日程等

（玉生）1部については前記のとおり。問題は２部リーグの構成で、17チームをどう振り分けるか。8＆9チームの2ブロックに分けるか、6・6・5チームの3ブロックに分けるか。
（田村）城西大城西の前期不参加理由について

まず普段から十分にボールを蹴ることができるグラウンドを持っていない状況で、試合消化に伴いグラウンドの確保が難しい。更に指導者がコーチから教員になったため、チームが安定してからDUOリーグに参加したいと考えているので、前期は参加を見送ります。

（武藤）文京区中学選抜について

2006年度後期に参加した後、U-15のフットサル大会に参加したが１次予選で敗退した。今後は、それぞれ入学した高校の部活動で活動する予定であり、2007年度前期には参加できない。

（丸山）上記10人ほどは高校の部活で頑張るとのことであるが、１年生で試合出場機会が少ないと思われ、以前参加したフットサル大会に出ようという方向である。

（中塚）5チームでは試合数が少なく問題がある。1チーム追加できるところはないか。

（蓑輪）DUOリーグは「補欠なし」という理念を掲げている。人数の多いチームでもう1チーム出せないものか。
（松嶋）3年生の引退時期が早く、２チーム出しても試合を消化できるかという不安があり、消化できないと迷惑をかけてしまうので２チーム出すことは厳しい。

（岸）中学生から社会人の年代で構成されるクラブチームが豊島区にある。岸事務局の父親が中心にやっている。DUOリーグのオーバーエイジ枠3名の規定を緩和していただければ、DUOリーグ2部には参加できる。グラウンドも5試合分確保できる。

（中塚）東京大学が参加したときも、特例で受け入れた。今回も受け入れていいのではないか。
　→　異議なし

「昇格なし」という条件で、事務局長提案のクラブチーム「FC西巣鴨03」の加盟及び1チームの参加を決定する。よって2007年度は6チーム×3ブロックで2部リーグを構成する。日程は1部の日程が決まり次第、早急に行う。

２）技術部：ＤＵＯリーグ選抜総括（早川）　※資料参照

連絡が間際になり、申し訳ありません。担当として反省しています。

今回、日程が過密化しグラウンドの確保が難しい等問題があったが、結果的に行えて良かった。
スケジュールの厳しい中、各チームから選手が集まった為、技術の向上という面で良い成果が出たと思う。今後、地区選抜とDUO選抜の位置付けをどのようにしていくか検討が必要。

３）審判部　…　審判講習会報告他

■概況

今年度はDUO優秀審判の選出を事務局の集計により、会議で推薦すると言うやり方で行ったが、次年度もそのようなやり方で行う。また1部においては厳しいのかもしれないが、2部においても高校生審判の活躍が減ってきている。代表者から積極的に審判を育成して欲しい。

■審判講習会

本日、06年度DUO主催4級審判新規取得講習会（07年度用）を行い、73名の参加者があった。
資格取得はするのだが、資格継続が行われておらず、失効してしまうケースが多いように思う。DUOの継続講習会を行えれば良いが、日程的に厳しいので、各自でキックオフサイトから継続講習申し込みをして継続するように、代表者から促して欲しい（東京協会からも依頼されている。）

４）クラブ育成推進部

・医・科学担当（トレーナー担当）　…　特になし

・コミュニティ担当　…　3月10日（土）文京区青少年サッカー大会（中塚）

毎年DUOリーグから審判を派遣しており、できるところがあれば、お願いしたい。

・FCDUO担当　　特になし

２．管理部門（丸山）

１）財務部

①会員管理　…　会員(DUOクラブとDUOリーガー)と賛助会員について（資料参照）
07年度前期より「FC西巣鴨03」の加盟を認め、後日事前にメールで資料を添付するが、加盟費等を決められた期日までに支払うよう、各クラブで徹底していただきたい。後期終了後12月までに支払われないと領収書や決算に間に合わなくなる。よろしくお願いします。

　会場運営費については未確認試合が判明後支払うようにする。
②財務管理　…　2006年度会計報告と2007年度予算（資料参照）
③ＳＳＦスポーツエイド担当（その他の助成金について）（松嶋）　特になし

④保険管理　…　2006年度報告と2007年度の見通し（資料参照）
来年度も今年度同様にスポーツ傷害保険に加入するので活用してもらいたい。

２）記録・広報部

①ＤＵＯリーグ通信担当

　各リーグでの集計後、月２回出す予定です。

②プログラム担当

3月24日開幕の2日前からプログラムを配送するということから、3月16日（金）をプログラム原稿締め切りとします。期日までに必ず提出してください。チームの写真も新しいものを使うようにしてください。選手のコメント欄も空欄にしないようご注意下さい。またやってみたい企画・載せたい記事があれば連絡してください。特集については担当が企画し、代表者に協力していただくこともありますのでよろしくお願いします。

③ホームページ担当　特になし

３）規律部　特になし

Ⅲ．その他
■2006年度後期「地区リーグ交流戦」について（中塚）
各地区１位の８チームを２つのブロックに分け、ノックアウト方式で順位を決する。3月22日（木）駒沢第2と補助競技場で、準決勝第１試合が15：00～、第2試合が18：00～行います。ＤＵＯ代表として都立豊島が出場する。勝てば3月23日の同時間帯で決勝戦。
これにともない、3月9日（金）18：30より、交流戦参加チーム代表者会議を行う。

■DUOリーグ２部会議について

3月13日（火）19：00より筑波大附会議室で行う。日程と役割分担等。

（柳井）日程調整についてですが、審判をお互いに出すような場合、指導者が行っている状況であると認識しました。そこで審判が足りないことがあった場合、メーリングリストで各チームに連絡し、希望を募る等すれば高校生審判の機会が増え、人手も足りるのではないかと思いますので是非お願いしたい。

■高校生からのコメント

（柳井）お金の話とか難しかったけど、いろんな意見が聞けて有意義だった。

（竹田）議事録担当でなかったので、いろんなことを聞きながら考えることができて良かった

（井出）いろんなことについて考えながら聞いてもよくわからないことがあった。もっとわかりやすく話してください。

（田村）いまだに勉強不足でわからないところがあるけど、わからないなりにしっかり聞いていて勉強になった。

（茨木）今回初めて参加した。最初は書記ということで緊張した。城西のグランドの話があって、自分たちはグランドが使えるありがたみがわかった。大人が集まって会議をしていることがわかったので、これから選手としてもがんばっていきたい。
（中島）何を書いたらいいかよくわからなくて苦労したけど、途中から慣れてきてよかった。
議事録作成　茨木・中島

確認・一部修正　中塚義実
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